
S
.
L

落石防護工

S
.
L

L=2800

W=0.4

L=2300
W=0.3

津屋トンネル数量展開図

1:100

徳島県西部総合県民局県土整備部<三好庁舎>

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

表　示 目視点検での変状種類

施工目地

ひび割れ(0.3mm未満)

コールドジョイント

圧ざ

骨材の露出(豆板部)

漏水

漏水(濡れている部分)

滞水・沈砂

溶脱物(遊離石灰など)

覆工コンクリート劣化

欠損

補修跡のうき

補修跡の劣化

その他

遊離石灰等により
目詰まりしたひび割れ

ひび割れ(0.3mm以上)
数値はひび割れ開口幅(mm)

うき、剥離
(ハンマー打診異常箇所)

開き

沈下

凡　　例

剥落(剥落後)

クラック閉合

S=1:100

トンネルセンター

道路センター

起点側

至 上名

終点側

至 西宇

0 1 0 20 30 4 0 50

0 1 0 20 30 4 0 50

L=1700
W=0.4

L=3000
W=0.4

L=6500
W=0.7

L=2200
W=0.5

1200x600

L=2400
W=0.5

300x700

岩　盤

岩　盤
L=2400
W=0.5 L=2400

W=1.0

L=8400
W=1.5

L=2400
W=0.8

70 0x 10 0

30 0x 10 0 30 0 x1 00

7 00 x2 00

700x700
D=400

300x100

L=2400
W=0.7

L=3700
W=0.3

L=5400
W=1.7

3700x2800

L=2400
W=0.8

L=2400
W=0.3 L=2400

W=0.3

L=8400
W=1.7

2700X500　D=10わだち

点灯不良

L=3100
W=0.6

L=3400
W=0.3

L=4500
W=1.0

L=4300
W=0.7

L=2400
W=0.3

L=1700
W=0.4

L=4100
W=0.5

L=2100
W=0.3

L=1550
W=0.3

L=2400
W=0.3

L=2400
W=0.5

1500X400　D=20

わだち亀甲状ひび割れ 1500X400　D=20

わだち亀甲状ひび割れ

L=2400

W=1.0

L=3200
W=0.3

L=2000
W=0.4

L=2500
W=0.3

L=1400
W=0.3

L=2100
W=0.3

L=1500
W=0.3

L=800
W=0.3

15.12m2

PS S01 S02 S 03 PE

1100x100

スパン番号

距離程（m）

総　合

外力による変状

材料劣化による変状

漏水などによる変状

ひび割れ密度(m/m2)

PS

0.0

III

II

III

S1

0.167

I

II

II

II

S2

0.281

I

III

III

III

S3

0.212

I

II

II

II

PE

0.097

I

II

II

II

健
全
度
判
定

I

12.33m2

III III III IIII調
査
結
果

に
基
づ
く

健
全
度
判
定

III III III IIIII

III III III IIII

III III III IIIII

材料劣化による判定

突発性崩壊による判定

スパン毎の判定

背面空洞による判定

最小覆工厚

最大空洞厚 31cm 35cm 52cm 45cm14cm

14cm 10cm 15cm 15cm35cm

アスファルト舗装

L=5100
W=0.1

L=6400
W=0.1

対　　策　　工表　示

ひび割れ注入工（エポキシ樹脂注入材）

凡　　例(対策工)

炭素繊維シート(内面補強用：1方向2層)

炭素繊維シート(断面修復用：2方向1層)

1100X150 1100X150

2 00 x1 50

600x100

700x600

2 00 0x 10 0 1 20 0x 10 0

0 10 20 30 40

1. 55 m2 1 .2 5m 2

L=2600L=2600
L=2600

L=3300 L=1950
L=4300
L=2600 L=2600 L=2600

L=4600L=4250
L=2600L=2600L=2600L=2600

L=2600 L=8350
L=2600

L=4200
L=2600

L=3600
L=2600

L=2100L=3100
L=2600

L=2600 L=4300
L=2600

L=2600 L=2900
L=2600

L=2600

L=1050
W=0.3
※内面補強シートの下地処理

L=2600
W=0.3
※内面補強シートの下地処理L=3700

W=0.4
※内面補強シートの下地処理

L=2100
W=1.5

※内面補強シートの下地処理

L=2150
W=0.7
※内面補強シートの下地処理

L=2450
W=0.3
※内面補強シートの下地処理

L=1100
W=0.3
※内面補強シートの下地処理

L=700
W=0.5

L=2600
W=0.6
※内面補強シートの下地処理

L=2600
W=0.3
※内面補強シートの下地処理

L=1200
W=0.3
※内面補強シートの下地処理

L=2100
W=0.3
※内面補強シートの下地処理

L=2500
W=0.7
※内面補強シートの下地処理

L=1700
W=0.3
※内面補強シートの下地処理

L=700
W=1.7
※内面補強シートの下地処理

L=800
W=0.3

9. 68 m2
1 2. 23 m2

1 9. 74 m21. 40 m 2（S0 2）25. 55 m2（S0 1）

※1)　ネット工は、変状箇所を包括し、四方に最低50cm以上の設置
　　　余裕しろを確保し、目地を跨ぐ場合は、目地より最低50cm
　　　以上の設置余裕しろを確保する。

※2)　導水樋工は、鉛直方向に配置して流末まで導水するように
　　　配置する。
　　　ア-チ部については、建築限界の影響を考慮する必要がある
　　　ため、線導水(溝切り工)を設置する。

※3)　繊維シートの定着余裕長は、トンネル台帳等の覆工巻厚(設計
　　　巻厚)を参考に計画しているが、施工前にドリル削孔にて設置
　　　箇所の覆工巻厚を確認し、必要な定着余裕長を確認すること。

はく落対策

はつり落とし工 (m2)

ネット工(FR Pメッシュ) (m2)

漏水対策

(m)

ひび割れ対策
ひび割れ注入工 (m)

ひび割れ止水工 (m)

覆工背面空洞対策

線導水工 (m)

断面修復工(m3)

材質劣化対策 表面含浸工(m2)

劣化防止コーティング工 (m2)

導水樋工

当て板工 ( 2方向1層) (m2)

スパン番号 PS S1 S2 S3 PE

数量表

2.80

5.20

流末処理工 (箇所) 2

-

-

-

-

-

-

12.33

18.25

8.15

7

38.87

25.55内面補強工 (m2)(1方向2層)

裏込注入工 (m3 )

-

3.20

15.10

H29：8.60

6

84.87

0.05

-

H29：19.95

5.20

4.20

2

12.23

-

-

8.40

13.00

8.35

5

9.68

-

-

0.80

-

-

0.0506 -

- -

-

2.40 4.75 - 1.05

線導水工 (m)  2.90  3.60-

炭素繊維シ-トの下地処理
に関係する箇所

- -

0.0014

津屋トンネル数量展開図

R2三土 上名西宇線（津屋トンネル）
三・山城上名　トンネル修繕工事

（一）上名西宇線

三好市山城町上名（津屋トンネル）

/1 4

2
0
0
0

L=1300

L=700
W=0.3

L=1000
W=0.6

施工済

7400

56 00

今回施工

H30：7.70

H29：21.14H30：15.12

L=3450
W=0.5

2 00 x2 50

6 40 0x 10 0

51 00 x1 00

300x550

ネット工（FRPメッシュ）

はつり落とし工

断面修復(ポリマーセメント)

ひび割れ止水工

含浸材塗布(ケイ酸ナトリウム系)

溝切り工

流末処理(樋幅165mm用)

導水樋工(樋幅165mm)

施工延長　L=45.4m

4
6
0
0

4
6
0
0

3
2
0
0

7
0
0

7
0
0

3
2
0
0

5400

2
8
0
0

5 4 00

L=45 400

20 00 13200 15500 8300 6400

1
2
5
0

2
5
0
0

180 0 5100 50 0
3
2
0
0

1
6
5
0

1
8
0
0

2 50

850

2100

1
7
0
0

3
0
0
0

1 800

2
1
0
0

7 0 0

2500

3
2
0
0

3
9
0
0

4 300

1
9
0
0

3 800 2300

1900 3 700

2
7
0
0

2 600 3000

1
4
0
0

7
0
0 4 400

2
2
0
0

9
0
0

1
1
0
0

4
0
0

3
2
5
0

400

600

1
4
0
0

4 700

3
7
0
0

2 50 0

22 00

50 0

50 0

0.520.17

0.645

0.07 0.06

55.31

0.19

40.31

0.520.17 0.07 0.06 0.19

1.15

6.48



津屋トンネル背面空洞注入展開図

1:200 /

徳島県西部総合県民局県土整備部<三好庁舎>

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号 2 4

0m
左測線（L+1.5m）

中央測線（R+0.4m）

右測線（R+1.5m）

2010 30 40 45.4m

1.0

1.5

0.5

深度

PS S01 S02 S03 PE

F-3(
C-3)

S03+
0.95

0m 2010 30 40 45.4m

0m 2010 30 40 45.4m

スパン

0.0

1.0

1.5

0.5

深度

PS S01 S02 S03 PEスパン

0.0

1.0

1.5

0.5

深度

PS S01 S02 S03 PEスパン

0.0

F-2

S02+
1.6

F-1(
C-1)

S01+
12.8

F-4

PE+2
.0

変状展開図

地中レーダー解析縦断面図

S=1:200

V=1:100
H=1:200

ファイバースコープ
確認位置

空洞

覆工

F-○
覆工コンクリート

空　洞

地　山

解 析 断 面 図 凡 例

覆工厚分布
F-2

F-4

PS S01 S02 S03 PEスパン

0m 2010 30 40 45.4m

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

覆工(空洞)厚分布
S=1:200

10 20

覆工材料試験結果

ファイバースコープ確認結果

PS S1 S2 S3 PE

III III III III

F-4
覆工厚:36cm
空洞厚:45cm

I
調
査
結
果
に
基
づ
く

健
全
度
判
定

0 30 40 45.4m

III III III IIIII

III III III IIII

III III III IIIII

材料劣化による判定

突発性崩壊による判定

スパン毎の判定

背面空洞による判定

スパン番号

距離程（m）

F-3
覆工厚:28cm
空洞厚:52cm

F-2
覆工厚:10cm
空洞厚:35cm

F-1
覆工厚:27cm
空洞厚:23cm

最小覆工厚

最大空洞厚 31cm 35cm 52cm 45cm14cm

14cm 10cm 15cm 15cm35cm

F-1

F-3

C-2

C-3

C-1

コア採取箇所

ファイバ-スコ-プ観察箇所

C-〇

F-〇

0m 2010 30 40 45.4m

PS S01 S02 S03 PEスパン

空洞厚分布

S
.
L

落石防護工

PS S0 1 S 0 2 P ES0 3

トンネルセンター

道路センター

起点側

至 上名 P S S 0 1 S 02 S0 3 P E

0 10 20 30 40 50

岩　盤

S
.
L

終点側

至 西宇

岩　盤

津屋トンネル背面空洞注入展開図 S=1:200

750ピッチ

F-4

F-3

C-3

C-1 F-2

F-1

C-2

覆工厚

覆工厚・空洞厚分布図凡例

（cm）

空洞厚

（cm）

管理注入圧 (kN/m2) 200kN/m2 200kN/m260kN/m2 200kN/m2-
※覆工厚が薄い(t=10cm)箇所があるため、注入時には注意すること。
　（注入管理値：60kN/m2推奨）

PS S01 S02 S03 PEスパン番号

7400

5600 5400

5400

施工済

施工済

今回施工:削孔済,注入

R2三土 上名西宇線（津屋トンネル）
三・山城上名　トンネル修繕工事

（一）上名西宇線

三好 市 山城 町上 名（ 津 屋ト ンネ ル）

PES03

トンネルセンター

道路センター

S03 PE

30 40

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9

B-1

C-1

D-1

E-1

B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B-10

C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8

D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D-10

E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9

25 00

L= 45 40 0

20 00 13 2 00 15 50 0 83 00 6 4 00

4
6
0
0

3
2
0
0

4
6
0
0

3
2
0
0

3
9
0
0

4 300

1
9
0
0

380 0

1800

2
8
0
0

23 00

1900 3700

2
7
0
0

2 600 3000

1
4
0
0

7
0
0 440 0

2
2
0
0

9
0
0

1
1
0
0

4
0
0

3
2
0
0

5 00

500

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

50 0 500

5
0
0

5
0
0

5 00

5
0
0

500

5
0
0

5
0
0

50
0

50
0

500

5
0
0

50 0 5
0
0

2 50

1
6
5
0

1
8
0
0

85 0

2100

1
7
0
0

8300 6400

43400 拡大

実施設計図面

裏込注入工：今回施工範囲

裏込注入工：今回施工範囲



<オーバーラップ>

トンネル横断方向

トンネル縦断方向

※t:設計巻厚

標準断面図 S=1:50

津屋トンネル一般図(その1)

　　　アーチ部

　アーチ部

　　　　　側壁部

　　側壁部 シート工施工範囲図 S=1:20

ネット工

FRPメッシュ

M6×70(SUS304 )

60×60×1.5(SUS304)

F RP 50×50

S=1:10

ビニロンメッシュ
（アーチ部） （側壁部）

（アーチ部）

（側壁部）

注) うき・はく離部にコンクリートアンカーを打設する場合は、
　  コンクリートアンカーの長さ調整を行い、健全部まで貫通
　  させること。

M6×70(SUS304) 6 0×60×1.5(SU S304)

F RP 50×50

注) うき・はく離部にコンクリートアンカーを打設する場合は、
　  コンクリートアンカーの長さ調整を行い、健全部まで貫通
　  させること。

60×60×1.5(SUS304 )
M6×70(SU S304)

ビニロンメッシュ

C8×75(SUS 304)

60×60×2.0(SUS 304)

ビニロンメッシュ

導水樋工

アンカー配置図 S=1:4 0

注1)単独及び目地部等の直線的な漏水については、
　　最も幅が狭い導水幅165ｍｍ用を使用する。

覆工背面ひび割れ

覆工

覆工内面

逆止弁注入ﾌﾟﾗｸﾞ

ｽﾗｸﾞ系微粒子注入材

ｽﾗｸﾞ系微粒子注入材

急結ｼｰﾙ材

・ひび割れ幅に応じた注入材を使用する。

ひび割れ止水工

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号図示

徳島県西部総合県民局県土整備部<三好庁舎>

津屋トンネル一般図(その1)

/3 4

断 面 図 S=1: 5

5
0
0
（

標
準

）
5
0
0
（

標
準

）
5
0
0
（

標
準

）

W =300

L=160

2
7
～

3
0

2
8

(B=160mm用)

炭素繊維シート接着工(1層)

(目付量200g/ m2以上)

（はく落対策用）

※注1)炭素繊維シート接着工の範囲については、補修判定に関係なく下地処理を必要とする。

※注2)繊維シートの定着余裕長は、トンネル台帳等の覆工巻厚(設計巻厚)を参考に計画して
　　　いるが、施工前にドリル削孔にて設置箇所の覆工巻厚を確認し、必要な定着余裕長を
　　　確認すること。

流末処理工 S=1:20

流末処理数量

規格等 単位 数量

流末処理(1箇所当たり数量)

名称

既設Co蓋運搬 0.19t

既設Co蓋撤去 2.0蓋寸法 0.5×0.5×0.155 枚

(B=165 mm用)

はつり 0.20m2

削孔 箇所 6.0

差筋（SD345 D13）

0.095t/枚×2枚

0.10×1.00×2

0.10×0.995kg/m×6 0.60kg

型　枠 0.11m2

モルタル 0.0110.10×0.055×1.00×2 m3

目地材（厚10mm） 0.022m20.10×0.055×4

(嵩上げ 一般用ゴム付 T-20 995 *490* 100)

はつり

0.055×1.0×2

鋼製グレーチング 1.0枚嵩上げ ゴム付 T-20 995*490*100

はく落対策対象範囲

シート工

(
最
低
5
0
c
m
以

上
)

(
最
低
5
0
c
m
以
上
)

(最低50cm以上)(最低50cm以上)

繊維シート1 繊維シート2

繊維シート1

繊維シート2

溝切り工 S=1:2

標準塗布量220g/ m2エポキシ樹脂系

断面修復工

ポリマーセメントモルタル

ctc200

・S2スパンの断面欠損（空洞）は覆工厚t=10㎝以上になるように、
　復旧(断面修復)を行うこと。
・S2スパンの断面修復範囲は700×700であるため、下記基準に基づいて
　補強筋(D13)を併用する。
※レーダー探査及びコア採取より覆工不足(15㎝未満)範囲を推定して
　いるが、現場(削孔等)より、確定すること。

【断面修復工　設計方法】
　補強幅の1辺が30cm程度を越える場合には防錆対策を施した
　補強筋(D10～13)を併用する。

『土木研究所資料 道路トンネル変状対策工マニュアル(案) 平成15年2月 P38』 

R2三土 上名西宇線（津屋トンネル）
三・山城上名　トンネル修繕工事

（一）上名西宇線

三好 市 山城 町上 名（ 津 屋ト ンネ ル）
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（劣化防止コーティング剤）

含浸材塗布劣化防止コーティング剤塗布

4
9
5
0

4 500

浮き・はく離部

ネット工(FRPメッシュ)

ひび割れ止水工

ネット工(ビニロンメッシュ)

導水樋工(幅165m m）

溝切り工(幅100m m)

25 0 250

500

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

5
0
0

5
0
0

コンクリートアンカー

専用座金

はく落防止ネット

コンクリートアンカー 専用座金

下地処理

はく落防止ネット

うき・はく離部

20mm以上

2
0
0

2
0
0

1
0
0

5
0
0

専用座金
コンクリートアンカー

下地処理

はく落防止ネット

500 50 0

コンクリートアンカー

専用座金

はく落防止ネット

5
0
0

7070

プライマー

不陸修正

含浸・接着樹脂

2方向クロス炭素繊維シート

含浸・接着樹脂

下地処理

仕上げ塗装

導水樋工

5
0
0

導水樋工

165

30 5

500

1
55

100 300 100100

既設Co蓋撤去

鋼製グレーチング

5
51
0
0

差筋 SD345 D13 L= 0.1m N =6本（両側）

削孔

50
0

50
0

42
0

80
50
0

5
00

5
00

42
0

50
0

8
0

40
00

300

t
＋
2
0
c
m以

上

t
＋
2
0c
m
以
上

t＋20cm以上 t＋20cm以上

1
0
c
m
以
上

10cm以上

10 0

3
0

1
0

2 0 9010 1 0

1
0

4
0

7
0

接着剤

プライマー

仕上材

けい酸ナトリウム系表面含浸材

下地処理

劣化防止コーティング剤

下地処理

断面修復材

内面補強工

1
0
㎝

以
上

樹脂アンカー

エポキシ樹脂塗装鉄筋(D13)

 材質劣化部
はつり落とし工

実施設計図面



標準断面図 S=1:50

炭素繊維シート接着工(2層) S=1:50

（2層貼り）

津屋トンネル一般図(その2)

（内面補強用）

(補強対策工)

シート工施工範囲図 S=1:20
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注）注入パイプ長さ
　　L = 平均覆工厚 + 平均空隙高さ - 0.050  m
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①削孔
覆工コンクリートをレッグドリル等で削孔(φ32mm)
する。

施工フロー

②検尺
削孔した注入孔からスケール等を用いて覆工厚、空
洞量の検尺を行う。

③注入管設置
削孔した箇所に注入管を挿入しコーキング作業を行
って注入管をセットする。

④注入ホースの取り付け
注入ホースを固定する。

⑤注入開始
注入圧力を確認しながら注入を開始する。

⑥注入
・注入圧力、漏水、構造物の変状監視を継続する。
・適正な吐出物を維持する。

⑦注入終了
注入圧力、注入量の確認を行って注入を終了する。

⑧注入ホースの取り外し
圧抜き（飛散に注意）後、ホースを外す。

⑨注入箇所の移動
注入ホースの移動、または注入機材の移動により別
孔へ移る。

注入管や注入材料等が将来落下しないよう処置を講
ずる。また覆工表面のシール材等の除去を行う。⑩注入管の処置

2.裏込め注入工

1.炭素繊維シート接着工(2層)

※注1)炭素繊維シート接着工の範囲については、補修判定に関係なく下地処理を必要とする。

※注2)繊維シートの定着余裕長は、トンネル台帳等の覆工巻厚(設計巻厚)を参考に計画して
　　　いるが、施工前にドリル削孔にて設置箇所の覆工巻厚を確認し、必要な定着余裕長を
　　　確認すること。

炭素繊維シート接着工(2層)は、トンネル覆工不足(t=20㎝以下)箇所における
補強対策であるため、裏込注入工前に施工すること。
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